
平成31年4月号４月の安全運転のポイント
<人>　車　道路

道路交通法において、歩車道の区別がない道路で歩行

者の側方を通過するときは、歩行者との間に安全な間隔

をあけるか、それができないときは徐行することが義務

づけられています（第18条第２項）。

ただ、歩行者の中には急に進路を変える人もいて、安

全な間隔を適切に確保するのはむずかしい面があります。

特に、スマートフォンを操作しながら歩いている「なが

らスマホ」の歩行者や高齢歩行者は、後方から接近して

くる車にまったく気づいていないことがあり、どんな動

きをするか予測できない場合もあります。歩行者の側方

を通過するときは、できるだけ側方間隔をとるとともに

徐行して進行するようにしましょう。

歩行者の側方通過時は徐行する

歩行者との事故防止のポイント

道路交通法において、歩行者が横断していたり、横断

しようとしているときは、横断歩道の手前で一時停止を

して通行を妨げないことと定められています（第38条第

１項）。また、横断歩道以外の場所でも、高齢歩行者や

身体に障害のある人などが通行しているときは、一時停

止や徐行をして通行を妨げないことと定められています

（第71条第２号の２）。それにもかかわらず、現実には、

車が接近しているのだから横断してこないだろうと考え

て停止しない車が多く見られます。

　しかし、特に高齢歩行者は、車の接近に気づかない、

あるいは車のほうが停止すると考えて横断してくるとい

うことがよくありますから、ドライバーの一方的な判断

は危険です。横断歩道接近時はもちろんのこと、そうで

ない場所でも、横断しそうな歩行者がいないかどうかに

注意を払い、早めの発見に努めるとともに、そうした歩

行者を発見したときは、「横断してこないだろう」では

なく、「横断してくるかもしれない」と考えて、一時停

止や徐行をして歩行者を事故から守りましょう。

歩行者優先のルールを守る

歩行者や自転車との事故は接触しただけでも重大事故につながる可能性が高く、運転中は歩行者や自転

車に対する特段の注意が必要です。そこで今回は、歩行者や自転車との事故を防止するためのポイントを

まとめてみました。
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自転車との事故防止のポイント

　交差点を右左折するときは、自転車の有無を必ず確

認する必要があります（右図参照）。特に、車と同一

方向から進行してくる自転車（右折の場合は右図の自

転車Ｂ、左折の場合は自転車Ｄ）は見落としたり、発

見が遅れやすくなりますから、ミラーだけではなく、

顔を振り向けるなどしてしっかり確認しましょう。

　なお、夜間は車と同一方向から進行してくる自転車

をヘッドライトが照らさないため、一層発見が遅れや

すくなりますから、特段の注意が必要です。

交差点の右左折時は自転車の有無を確認する

　自転車を追い抜いたり追い越すときは、側方間隔を

とる必要があります。なかでも高齢者の乗った自転車

は急にふらついたり、後方を確認せずに進路を変更す

ることがありますから、追抜時や追越時にはスピード

を落とすとともに、十分な側方間隔をとりましょう。

二人乗りや三人乗り、前後に荷物を載せている自転車、

傘さし自転車などの追抜時や追越時も同様です。

　なお、自転車は風の影響を強く受けるため、強風時

には一層ふらつきやすくなりますから、その点もしっ

かり頭に入れておきましょう。

追抜時や追越時は側方間隔をとる

　比較的交通量の少ない生活道路では、見通しの悪い

脇道から安全確認をせずに飛び出してくる自転車も少

なくありません。あらかじめスピードを落とすととも

に、漫然と運転するのではなく、飛び出しを意識して、

いつでもブレーキが踏める態勢で走行しましょう。

生活道路では脇道からの飛び出しに注意する

　右左折してコンビニエンスストアの駐車場などの道

路外施設に入るときや出るときは、歩道または路側帯

の手前で必ず一時停止して、自転車の有無を確認しま

しょう。特に道路外施設から出るときは、車道の状況

だけに注意を奪われて、歩道の状況に目が向かず、自

転車を見落としてしまうことがありますから、注意し

ましょう。

道路外施設への右左折時も自転車に注意する
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